













































































（平成 2 ）年から2006（平成18）年までと 5
期に区分し、それぞれの時期に特徴的な出来
事、特に集落の運営という面に注目し、林業
（育・植林、そして間・主伐による区費の財
源の確保）、そして出資項目（林業によって
得られた資金を基盤とする集落運営の方法）
項目、更には各時期を代表する出来事に着目
して、これまでの若杉集落がどのように運営
されてきたのか、ということについての考察
及び分析を行った。
またⅤ章では、林業を基幹産業として来た
若杉集落が、林業最盛前と最盛期を経て衰退
期に入った今日とでは集落の暮らしがどのよ
うに変化したのかを、『若杉集落の暮らしと
文化』及び個別面接の聞き取り調査を用いな
がら、論述した。本章においては、林業以外
にも、貴重な現金収入となる養蚕、そして偏
狭な耕作地を有効に利用し食糧確保に努めて
いた農業についても論述している。その際、
われわれの日常生活において一番身近にある、
「食生活」の変化に着目した。さらに、今な
お運営の困難となりつつある若杉集落に、何
故住民は居住し続けるのか、何が若杉集落の
住民を惹き付けるのかという、若杉の魅力に
ついても論述している。
Ⅵ章では、林業構造改善事業に基づき建設
された、若杉高原おおやスキー場について、
Ⅲ章及びⅣ章にならい、 3期に分けて論述し
現代社会研究科論集100
た。まず、スキー場について、地理や気候状
況そして概況を述べた後、何故スキー場建設
が可能になったのかという背景と行政の支援
に基づく集落の活性化から本オープンまでを
草創期とし（1971年から1983年）そして本
オープンから総売り上げ 2億円に達するまで
を実践期とし（1984年から1993年）、最後に
総売り上げ 2億円達成後から今日まで（1995
年から2007年）の状況をスキー場の沿革と共
に、論述している。
そして最後に、Ⅶ章においてⅠ章からⅥ章
まで論及し、気付いたことのまとめを記して
いる。
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